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あ
ぜ
道
の
声

▼
農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
は
６
月
24
日
に
公
布
さ
れ
、
12
月
中

旬
に
は
施
行
予
定
だ
。
農
林
水
産
省
は

改
正
法
の
政
省
令
等
の
原
案
に
つ
い
て

本
日
（21
日
）か
ら
11
月
19
日
ま
で
の
１

ケ
月
間
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
受
け
付

け
し
、
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
て
政

省
令
・通
知
等
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
忌
憚
な

い
意
見
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

▼
農
地
法
改
正
法
の
12
月
施
行
に
向

け
事
前
に
対
応
す
べ
き
事
務
に
、
下
限

面
積
の
設
定
が
あ
る
。
改
正
農
地
法
で

は
、
下
限
面
積
の
「別
段
の
面
積
」の
設

定
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
県
知
事
に
代
わ

り
農
業
委
員
会
が
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
県
知
事
が
定
め
て
い
た

「別
段
の
面
積
」に
は
経
過
措
置
が
な
い

こ
と
か
ら
、
施
行
後
の
下
限
面
積
は
本

法
の
50
ａが
適
用
さ
れ
る
の
で
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。

▼
施
行
日
に
合
わ
せ
て
「別
段
の
面
積
」

を
設
定
す
る
場
合
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
示
さ
れ
た
基
準
案
に
照
ら
し
て
、
12

月
中
旬
の
施
行
前
の
農
業
委
員
会
総

会
に
お
い
て
「別
段
の
面
積
」を
協
議
し
、

「施
行
日
と
同
時
に
公
告
す
る
」旨
の
決

定
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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県重点農業施策を建議

徳
島
県
農
業
会
議
の
四
宮
会
長
、
多
田
・
荒
井
両
副

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
10
名
の
常
任
会
議
員
が
、
去
る

９
月
24
日
県
庁
を
訪
れ
、
飯
泉
県
知
事
に
対
し
て
、
市

町
村
農
業
委
員
会
な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え
て
取
り
ま

と
め
た
「
平
成
22
年
度
徳
島
県
重
点
農
業
施
策
に
関

す
る
建
議
」を
行
い
ま
し
た
。

建
議
の
内
容
は
、
担
い
手
不
足
や
遊
休
・荒
廃
農
地
の

増
加
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
農
業
・
農
村
の
未

来
を
切
り
拓
き
、
力
強
い
農
業
経
営
を
ど
う
育
て
て
い

く
の
か
、
ま
た
担
い
手
不
在
の
地
域
に
お
い
て
農
業
・
農

村
を
ど
う
維
持
、
存
続
さ
せ
て
い
く
の
か
、
極
め
て
重
要

な
局
面
を
迎
え
て
い
る
な
か
で
、
食
料
の
安
定
供
給
や

産
業
と
し
て
飛
躍
す
る
力
強
い
徳
島
県
農
業
の
実
現
に

向
け
た
確
固
た
る
基
盤
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
の
観

点
に
立
っ
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

と
り
わ
け
、
本
県
農
林
水
産
業
の
基
本
方
針
と
な
る

「徳
島
県
食
料･

農
林
水
産
業
・農
山
漁
村
基
本
条
例
」

が
、
本
年
４
月
１
日
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
食
料
の

確
保
や
農
林
水
産
業
の
施
策
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え

方
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
、
行
動
計
画
を
定
め
る
「
徳
島

県
食
料･

農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
基
本
計
画
」
の
実

現
に
焦
点
を
あ
て
て
、
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
提
言

を
行
っ
た
も
の
で
、
本
県
の
地
域
農
政
が
更
に
積
極
的

に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
と
の
思
い
を
こ
め
た
も
の
で
す
。

２
頁
～
３
頁
に
建
議
全
文
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧

下
さ
い
。

（
写
真
：
四
宮
会
長
か
ら
飯
泉
県
知
事
に
建
議
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
）



◆

食
料
政
策

◆

１

県
民
に
対
し
、
安
全
・安
心
な
食

料
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
必

要
な
施
策

（
１
）
食
料
自
給
率
の
向
上
の
た
め
の

取
組
み
の
推
進

①
食
料
供
給
力
の
向
上
の
促
進

本
県
に
お
け
る
食
料
自
給
率
目
標

50
％
（供
給
熱
量
ベ
ー
ス
）を
実
現
す
る

た
め
の
施
策
の
体
系
的
な
整
備
・強
化

を
図
ら
れ
た
い
。

生
産
面
で
は
、
食
料
供
給
の
基
礎
と

な
る
農
用
地
の
確
保
お
よ
び
耕
地
利

用
に
つ
い
て
実
効
あ
る
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
消
費
面
で
は
、
食
品
ロ
ス
や

無
駄
を
減
ら
す
取
り
組
み
と
、
食
農

教
育
推
進
に
よ
り
日
本
型
食
生
活
の

定
着
を
図
ら
れ
た
い
。

※
平
成
20
年
度
の
徳
島
県
食
料
自
給
率
は
、

熱
量
供
給
ベー
ス
で
45
％
、
生
産
額
ベー
ス
で

１
２
９
％

②
地
産
地
消
の
取
組
み

地
産
地
消
の
取
組
み
拠
点
と
な
る

農
産
物
直
売
所
は
、
地
域
の
消
費
者

に
高
く
評
価
さ
れ
、
高
齢
者
や
小
規

模
農
家
の
所
得
機
会
を
創
出
す
る
な

ど
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
そ
の
た

め
、
今
後
も
直
売
所
の
整
備
を
図
る
と

と
も
に
、
生
産
者
への
支
援
と
品
揃
え

の
充
実
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
営
の

効
率
化
な
ど
、
運
営
面
の
充
実
を
目

指
す
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
さ

れ
た
い
。

③
学
校
給
食
へ
の
米
粉
食
品
利
用
促

進
地
産
地
消
の
推
進
や
食
育
の
一
環

と
し
て
、
学
校
給
食
に
地
域
農
産
物
が

活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
新
食
材
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
米
粉
を
使
用
し
た
食

品
（米
粉
パ
ン
、
米
粉
麺
、
米
粉
ピ
ザ
等
）

が
給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
関
係
者
の
合
意
形
成
を
促
進
す
る

な
ど
、
環
境
整
備
に
努
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、
米
粉
食
品
の
学
校
給
食
への
利

用
に
向
け
た
支
援
措
置
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

④
食
料
安
全
保
障
政
策
の
確
立
と
Ｗ

Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
つ
い
て

世
界
的
な
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
・環
境

問
題
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
中
で
、

世
界
的
な
食
料
不
足
時
代
の
到
来
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
食
料
備
蓄
の
拡
大

や
、
食
料
輸
入
の
安
定
化
への
対
策
を

講
じ
る
等
、
食
料
安
全
保
障
政
策
が

確
立
さ
れ
る
よ
う
国
への
働
き
か
け
を

強
化
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交

渉
に
あ
た
っ
て
は
、
米
麦
、
乳
製
品
な
ど

重
要
品
目
に
つ
い
て
は
十
分
な
数
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
（Ｅ
Ｐ
Ａ
）交

渉
に
お
い
て
は
安
易
な
協
定
を
行
わ
な

い
こ
と
を
国
に
対
し
働
き
か
け
を
強
化

さ
れ
た
い
。

（２
）食
の
安
全
・安
心
の
確
保
に
つ
い

て①
農
場
か
ら
食
卓
ま
で
の
リ
ス
ク
管

理
へ
の
取
組
み
の
推
進

食
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
と
食
の

安
全
・安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
農
場

か
ら
食
卓
ま
で
の
リ
ス
ク
管
理
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
適
正
な

農
薬
使
用
・管
理
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生

産
工
程
管
理
手
法
）
な
ど
の
安
全
性

確
保
への
取
り
組
み
を
推
進
さ
れ
た
い
。

②
「
有
機
農
産
物
認
証
」及
び
「と
く

し
ま
安
２
農
産
物
認
証
」に
対
す
る
支

援
「徳
島
県
有
機
農
業
推
進
計
画
」が

本
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

有
機
農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
の
す

そ
野
を
広
げ
て
い
く
た
め
、
推
進
モ
デ
ル

市
町
村
の
育
成
・支
援
と
有
機
農
業

を
新
た
に
行
う
者
に
対
す
る
栽
培
技

術
面
・
販
売
面
等
で
の
支
援
措
置
を

講
じ
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
「と
く
し
ま
安
２

農
産
物
」に
つ
い
て
は
、
一
層
の
認
証
推

進
を
図
ら
れ
た
い
。

◆

産
業
政
策

◆

２

産
業
と
し
て
飛
躍
す
る
徳
島
県
農

業
の
実
現
に
向
け
て
、
基
盤
づ
く
り
を

す
る
た
め
に
必
要
な
施
策

（１
）経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て

①
品
目
別
の
経
営
安
定
対
策
に
つ
い

て
野
菜
、
果
樹
、
畜
産
、
酪
農
な
ど
品

目
別
の
経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て
、
農

業
所
得
の
増
大
の
観
点
か
ら
施
策
が

充
実
さ
れ
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
ら
れ

た
い
。

（２
）新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
創
出
に

つ
い
て

①
「と
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
協
力
店
」の
登

録
促
進
と
「と
く
し
ま
安
２
農
産
物
」

の
流
通
促
進

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
品
目
を
創
出
す
る

と
と
も
に
、
県
産
ブ
ラ
ン
ド
品
目
購
入

の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
獲
得
す
る
た
め
、
県

産
品
の
良
さ
を
よ
く
知
り
、
確
か
な
評

価
を
消
費
者
に
伝
え
る
活
動
を
し
て
も

ら
え
る
協
力
者
の
養
成
な
ど
の
仕
組
み

作
り
を
進
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
「新
鮮

な
っ
！
と
く
し
ま
号
」
を
活
用
し
、
「と

く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」協
力
店
数
を
大
幅

に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
付
加
価
値
が

高
い
「と
く
し
ま
安
２
農
産
物
」の
一
層

の
流
通
促
進
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

（３
）園
芸
農
業
の
振
興

①
農
機
具
等
の
レ
ン
タ
ル
制
度
や
農

用
ハ
ウ
ス
の
リ
ー
ス
制
度
の
支
援

農
畜
産
物
価
格
の
低
迷
に
よ
り
、
生

産
コ
ス
ト
の
上
昇
分
に
つ
い
て
販
売
価
格

への
転
嫁
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、
農
業
への
投
資
負
担
の
軽

減
や
生
産
費
用
の
削
減
を
図
る
農
機

具
レ
ン
タ
ル
制
度
の
仕
組
み
や
農
業
用

ハ
ウ
ス
の
リ
ー
ス
制
度
を
支
援
さ
れ
た
い
。

②
砂
地
畑
を
活
用
し
た
農
業
に
対
す

る
支
援

「な
る
と
金
時
」栽
培
に
欠
か
せ
な
い

手
入
れ
砂
に
つ
い
て
は
、
吉
野
川
中
・上

流
域
の
砂
を
試
験
的
に
手
入
れ
砂
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

「渭
東
ネ
ギ
」に
つ
い
て
も
、
一
定
期
間

ご
と
に
手
入
れ
砂
の
投
入
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
「な
る
と
金
時
」と
同
様

の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

（４
）水
田
農
業
の
振
興

①
米
粉
を
は
じ
め
と
し
た
新
規
需
要

米
の
生
産
拡
大

水
田
の
利
用
率
を
向
上
さ
せ
、
水
田

農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、
米
粉

用
米
を
は
じ
め
と
し
た
新
規
需
要
米
の

生
産
振
興
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
行
政
、
農
業
団
体
や
実

需
者
の
各
分
野
の
関
係
者
が
連
携
し

た
積
極
的
な
取
組
み
を
推
進
さ
れ
た
い
。
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平
成
22
年
度
重
点
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議

去
る
９
月
24
日
、
「
平
成
22
年
度
徳
島
県
重
点
農
業
施
策
に
関
す
る
建

議
」
を
行
っ
た
。
建
議
の
具
体
的
な
内
容
は
、
①
県
民
に
対
し
、
安
全･

安
心
な
食
料
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
の
施
策
、
②
産
業
と
し
て
飛
躍

す
る
徳
島
県
農
業
の
実
現
に
向
け
て
基
盤
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
必
要
な

施
策
、
③
魅
力
あ
る
農
山
村
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
、

④
県
民
等
の
参
画
及
び
協
働
に
よ
る
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
農
山
漁
村
の

保
全
の
た
め
の
施
策
の
４
つ
の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
以
下
そ
の
全

文
を
紹
介
す
る
。

全国農業新聞
を購読しよう



（５
）畜
産
業
の
振
興

①
自
給
飼
料
の
生
産
拡
大

世
界
的
な
穀
物
需
給
が
逼
迫
す
る
な

か
で
、
と
り
わ
け
、
配
合
飼
料
原
料
と
な

る
穀
物
の
大
半
を
輸
入
に
依
存
し
て
き

た
畜
産
経
営
で
は
、
飼
料
自
給
率
の
向

上
と
生
産
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
、
未
利
用

飼
料
資
源
の
活
用
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
耕
畜
連
携
の
強
化
に

よ
り
、
「飼
料
用
米
」や
「飼
料
用
稲
」の

生
産
拡
大
を
推
進
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
耕

作
放
棄
地
等
に
お
け
る
「和
牛
放
牧
」

や
「立
毛
放
牧
」な
ど
農
地
管
理
の
推

進
を
は
じ
め
、
草
地
資
源
と
し
て
の
里
山
・

林
地
の
活
用
な
ど
を
通
し
て
自
給
飼
料

の
確
保
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
い
。

（６
）優
良
な
生
産
基
盤
の
整
備
及
び

保
全

①
農
業
基
盤
整
備
の
促
進

食
料
自
給
力
を
強
化
す
る
た
め
、
農

業
基
盤
整
備
の
推
進
、
既
存
の
用
排
水

路
な
ど
の
土
地
改
良
施
設
の
維
持
・管

理
、
土
地
改
良
区
の
体
制
強
化
に
つ
い

て
推
進
さ
れ
た
い
。

（７
）多
様
な
担
い
手
の
育
成
等

①
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
の
促
進

農
地
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
賃
貸
借

規
制
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
よ
り
農
地

の
貸
借
が
し
や
す
い
制
度
に
改
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
農
地
の
面
的
集
積
を
進
め

る
仕
組
み
が
創
設
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
認
定
農
業
者
や
集
落
営

農
組
織
、
農
業
への
新
規
参
入
意
向
の

あ
る
食
品
関
連
事
業
者
等
の
多
様
な

担
い
手
に
対
し
て
、
農
地
の
利
用
集
積

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
経
営
の

安
定
化
を
図
ら
れ
た
い
。

②
「知
の
拠
点
」の
整
備
に
よ
る
農
林
水

産
の
総
合
的
な
技
術
支
援

農
林
水
産
業
の
未
来
を
築
く
「知
の

拠
点
」と
し
て
、
農
林
水
産
総
合
技
術

支
援
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
活
動
拠
点
を

早
急
に
整
備
し
、
研
究
・
普
及
・
教
育

機
能
の
一
元
化
に
よ
る
迅
速
で
効
率
的

な
支
援
体
制
の
構
築
や
、
農
商
工
連
携

に
よ
る
新
商
品
の
開
発
な
ど
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

③
農
業
法
人
へ
の
雇
用
促
進
と
独
立

就
農
希
望
者
に
対
す
る
支
援

地
域
農
業
を
支
え
て
き
た
昭
和
一
桁

世
代
の
大
量
引
退
が
続
く
中
で
、
新
た

な
担
い
手
に
対
す
る
技
術
の
継
承
を
円

滑
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

農
業
分
野
への
就
業
を
促
進
す
る
た
め
、

農
業
法
人
が
就
農
希
望
者
を
雇
用
す

る
場
合
の
支
援
や
、
独
立
就
農
を
め
ざ

す
新
規
就
農
希
望
者
が
、
一
旦
集
落

営
農
組
織
や
Ｊ
Ａ
等
に
雇
用
さ
れ
、
給

料
を
受
け
な
が
ら
研
修
で
き
る
制
度
を

創
設
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
独
立
就
農
に
あ

た
っ
て
は
新
た
な
設
備
投
資
を
支
援
す

る
仕
組
み
を
整
備
さ
れ
た
い
。

④
農
業
高
校
に
お
け
る
地
域
産
業
担

い
手
育
成
の
支
援

県
立
城
西
高
校
と
三
好
高
校
に
お
い

て
は
、
20
年
度
～
22
年
度
ま
で
の
３
カ
年

事
業
と
し
て
文
部
科
学
省
と
農
林
水

産
省
所
管
の
「地
域
産
業
担
い
手
育
成

プ
ロ
ジ
ェク
ト
活
動
」事
業
を
モ
デ
ル
的
に

実
施
し
、
先
進
農
家
等
で
20
日
間
に
わ

た
る
現
場
実
習
等
を
通
じ
て
本
県
農
業

を
担
う
新
た
な
人
材
を
育
て
る
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
高

校
生
の
現
場
実
習
や
農
業
高
校
発
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
化
に
つ
い
て
支

援
さ
れ
た
い
。

⑤
農
業
に
お
け
る
労
災
事
故
の
防
止

推
進労

災
に
よ
る
死
亡
者
数
は
減
り
続
け
、

平
成
20
年
で
は
１
２
６
８
人
と
過
去
最

少
と
な
っ
た
が
、
農
業
分
野
で
は
労
災

全
体
の
減
少
傾
向
と
は
相
反
し
全
く
減

少
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
農
業
界
に

お
い
て
も
労
働
安
全
行
政
の
徹
底
と
Ｊ

Ａ
等
の
組
織
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

る
よ
う
支
援
さ
れ
た
い
。

（８
）耕
作
放
棄
地
対
策
と
農
商
工
連

携
に
つ
い
て

①
耕
作
放
棄
地
の
解
消
及
び
農
業
の

６
次
産
業
化
の
推
進

農
地
法
の
一
部
改
正
法
に
よ
り
農
業

生
産
法
人
以
外
の
一
般
法
人
で
も
貸

借
に
よ
る
農
業
参
入
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
農
業
生
産
法
人
の
要
件
を

満
た
さ
な
い
食
品
事
業
者
や
一
般
企

業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
異
業
種
が
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
及
び

一
次
産
品
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し

た
新
た
な
商
品
開
発
（木
頭
ユ
ズ
の
ゼ
リ
ー

菓
子
、
ユ
ズ
リ
キ
ュー
ル
、
番
茶
焼
酎
、
甘

藷
の
焼
酎
醸
造
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
酒
・酢
、

ド
ク
ダ
ミ
薬
酒
等
）の
気
運
が
芽
生
え
つ

つ
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
農
業
の
６
次(*

)

産
業
化
を
目
指
し
た
地
域
農
業
の
仕

組
み
づ
く
り
を
推
進
さ
れ
た
い
。

※
６
次
産
業
化
が
軌
道
に
乗
れ
ば
新
た
な
雇

用
の
場
が
創
出
さ
れ
る
。

②
放
置
竹
の
伐
採
と
竹
の
有
効
利
用

の
促
進

タ
ケ
ノ
コ
の
輸
入
や
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
と
労
働
力
不
足
に
よ
り
放
棄

さ
れ
た
竹
林
が
年
々
拡
大
し
て
い
る
。

竹
材
の
商
業
的
な
利
用
価
値
を
高
め

る
た
め
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
や
製
紙
の
原

料
、
殺
菌
作
用
の
あ
る
竹
炭
・竹
の
飼
・

肥
料
化
な
ど
竹
の
新
た
な
利
用
法
の
開

発
と
有
効
活
用
の
実
現
に
よ
り
、
竹
林

整
備
及
び
タ
ケ
ノ
コ
園
再
生
を
推
進
さ

れ
た
い
。

③
未
利
用
の
動
植
物
資
源
の
有
効
活

用
の
促
進

活
用
が
進
ん
で
い
な
い
農
作
物
の
非
食

用
部
分
（規
格
外
農
産
物
の
廃
棄
物
等
）

の
飼
料
化
・堆
肥
化
等
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
食
品
加
工
等
の
過
程
で
大
量

に
発
生
す
る
食
品
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

食
品
残
渣
飼
料
（エ
コ
フ
ィ
ー
ド
）と
し
て

の
活
用
を
進
め
る
等
、
循
環
型
社
会
形

成
の
た
め
の
推
進
を
行
わ
れ
た
い
。

④
新
農
地
制
度
の
円
滑
な
運
用
に
向

け
た
農
業
委
員
会
の
体
制
整
備

農
地
法
等
が
改
正
さ
れ
農
地
等
の
確

保
と
効
率
的
な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

転
用
規
制
を
厳
格
化
す
る
と
と
も
に
、

貸
借
規
制
の
緩
和
に
よ
っ
て
、
幅
広
く

農
業
参
入
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

法
改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
の
担

う
許
認
可
等
の
業
務
と
役
割
は
質
量

と
も
増
大
し
た
こ
と
か
ら
、
新
し
い
農
地

制
度
が
、
農
業
・農
村
現
場
で
透
明
性
、

公
正
・公
平
性
を
も
っ
て
運
用
さ
れ
、
改

正
法
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

現
場
で
制
度
を
担
う
農
業
委
員
会
の

活
動
に
対
す
る
支
援
と
体
制
整
備
が

極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
新
た
な
農
地
制
度
が
適

正
か
つ
円
滑
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
、
農

業
委
員
会
体
制
の
整
備
・強
化
に
つ
い
て

支
援
さ
れ
た
い
。

◆

地
域
政
策

◆

３

魅
力
あ
る
農
山
村
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
必
要
な
施
策

（１
）中
山
間
地
域
へ
の
支
援

①
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

恒
久
化

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
は
、
平

坦
地
と
中
山
間
地
域
の
生
産
条
件
の

不
利
を
補
正
す
る
た
め
平
成
12
年
に
導

入
さ
れ
５
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
制
度
に
よ
る
多
面
的
機
能
の
年
間

評
価
額
も
１
５
８
７
億
円
に
及
ぶ
な
ど
事

業
効
果
が
着
実
に
あ
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
高

齢
化
が
着
実
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

要
件
緩
和
を
図
る
と
と
も
に
、
恒
久
的

な
制
度
と
し
て
措
置
す
る
よ
う
国
に
働

き
か
け
ら
れ
た
い
。
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「 」 （ ）農業委員会と認定農業者等との意見交換会 の進め方 フロー

：意見交換会の開催案内農業委員会

認定農業者を志向する農業者、地域農業の担い手認定農業者 ※

※時期は農業委員会と認定農業者等との意見交換会の開催

↓ １月中

意見の集約 までの

任意で

※終了後１ヶ月以内( )に報告１月開催の場合は２月

農業会議における意見集約 市町村行政に反映

（建議･意見の公表等）

※平成２２年３月１２日(金)までに報告

全国農業会議所における 都道府県行政に反映

意見等集約 （建議・意見の公表等）

国の農業政策・予算への反映・具体化（建議・要望等）

※２２年５月末の全国農業委員会会長大会 等

単位：㎡

住　　宅 植　　林 倉　　庫 資材置場 駐車場 農用施設 道　　路 工　　場 砂利採取 その他 合　　計

7月 6,565 0 0 5,641 2,182 3,387 123 0 0 3,196 21,094

8月 17,483 4,754 1,170 12,297 3,082 25 108 0 0 17,853 56,772

9月 10,448 2,536 0 551 1,857 3,434 144 0 0 26,620 45,590

合計 34,496 7,290 1,170 18,489 7,121 6,846 375 0 0 47,669 123,456

農地法第４条・第５条転用許可の面積

（２
）農
山
漁
村
と
都
市
と
の
交
流
促

進①
グ
リ
ー
ン(

ブ
ル
ー)

・ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進グ

リ
ー
ン
（ブ
ル
ー
）・ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ

る
都
市
住
民
と
の
交
流
促
進
や
、
農
山

漁
村
への
滞
在
型
交
流
を
す
す
め
、
農

山
漁
村
の
活
性
化
を
支
援
さ
れ
た
い
。

（３
）鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
防
止

①
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
推
進

野
生
鳥
獣
の
生
息
域
が
広
が
り
農
作

物
への
被
害
が
拡
大
す
る
な
ど
、
深
刻
化

し
て
い
る
鳥
獣
被
害
の
防
止
を
総
合
的

か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
地
域
の

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
の
作
成
と
対
策

の
実
施
に
つ
い
て
助
言
・
指
導
を
行
う

「地
域
鳥
獣
管
理
士
制
度
（仮
称
）」を

創
設
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
野
生
鳥
獣
の
捕

獲
や
野
生
肉
の
消
費
拡
大
な
ど
被
害

防
止
への
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
を

拡
充
さ
れ
た
い
。

◆
協
働
政
策
◆

４

県
民
等
の
参
画
及
び
協
働
に
よ
る

潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
農
山
漁
村
の
保

全
の
た
め
の
施
策

（１
）協
働
に
よ
る
農
山
村
の
保
全
活
動

の
推
進

農
山
村
地
域
で
は
、
過
疎
化
・高
齢

化
・混
住
化
等
の
進
行
に
伴
う
集
落
機

能
の
低
下
に
よ
り
、
農
業
生
産
活
動
の

基
礎
で
あ
る
資
源
（農
地
・農
業
用
水

な
ど
）の
適
切
な
保
全
管
理
が
困
難
と

な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
多
様
な
主
体
の

参
画
及
び
協
働
に
よ
る
農
山
村
の
保
全

活
動
を
支
援
さ
れ
た
い
。

認
定
農
業
者
と
の
意
見

交
換
会
を
進
め
よ
う

農
業
委
員
会
と
認
定
農
業
者
等
の

担
い
手
と
の
意
見
交
換
会
は
、
優
良

農
地
の
確
保
と
そ
の
有
効
利
用
な
ら

び
に
意
欲
あ
る
農
業
者
の
確
保
・
育

成
を
柱
と
す
る
「
農
地
と
担
い
手
を

守
り
活
か
す
運
動
」
の
一
環
と
し
て

平
成
17
年
度
か
ら
全
国
の
農
業
委
員

会
で
実
施
さ
れ
、
地
域
農
業
の
中
心

的
な
担
い
手
で
あ
る
認
定
農
業
者
等

の
意
見
・
要
望
を
集
約
し
、
農
業
委

員
会
が
持
つ
「
農
業
者
の
公
的
利
益

代
表
機
関
」
と
い
う
機
能
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
各
市
町
村
を
は
じ
め
県
・

国
に
お
い
て
実
効
あ
る
施
策
と
し
て

実
現
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組

み
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
意
見
交
換
会
で
蓄
積

さ
れ
た
「
認
定
農
業
者
の
声
」
は
、

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
な
ど
に

お
け
る
具
体
的
な
政
策
提
案
と
し
て
、

そ
の
多
く
は
次
年
度
の
農
業
関
係
予

算
や
税
制
改
正
等
の
随
所
に
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
①
農
地
制
度
の
改
正

に
つ
い
て
、
②
農
業
所
得
増
大
に
つ

い
て
、
③
地
域
農
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
と
し
、
本
県

の
す
べ
て
の
農
業
委
員
会
で
左
の
図

の
と
お
り
で
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
各
位
の
ご
配
意
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

農
業
委
員
会
と
認
定
農
業
者
等
の

担
い
手
と
の
間
で
、
熱
い
意
見
交
換

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
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徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員

会
議
で
処
理
し
た
農
地
法
第
４
条
・

第
５
条
の
転
用
許
可
面
積
は
左
表

（
７
月
～
９
月
）
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。



お問い合せはこちらまで
日本政策金融公庫徳島支店

農林水産事業農業食品課

〒770－0856 徳島市中洲町 1－58
TEL 0120-926495（フリーコール）

FAX 088-656-6883

HP http://www.afc.go.jp
（出張相談窓口）

吉野川合同庁舎２階

毎月第１・３火曜日
午後１時～午後４時３０分

「
平
成
21
年
度
農
業
委
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
る
」

平
成
21
年
度
農
業
委
員
研
修
会

が
、
９
月
７
日
の
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

リ
オ
ホ
テ
ル
を
皮
切
り
に
、
県
下

３
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
、
延
べ

３
５
５
人
の
農
業
委
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
の
目
的
は
、

い
ま
、
農
業
委
員
会
に
期
待
さ
れ
、

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

農
業
委
員
全
員
が
共
通
認
識
を
持

ち
意
識
を
高
揚
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
農

業
委
員
会
活
動
が
目
に
見
え
る
活

動
と
し
て
各
方
面
か
ら
評
価
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
研
修
内
容
は
、
６
月
24

日
に
公
布
さ
れ
た
改
正
農
地
法
の

内
容
と
耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
が
主
な
も
の
で
し
た

が
、
農
地
法
等
が
見
直
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
８
項
目
に
も
及
ぶ
農
業

委
員
会
の
新
た
な
役
割
に
対
し
、

各
会
場
と
も
参
加
し
た
多
く
の
農

業
委
員
か
ら
責
任
の
重
大
さ
に
対

す
る
意
見
や
感
想
が
出
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
耕
作
放
棄
地
解
消
に
向

け
た
補
助
金
の
活
用
に
つ
い
て
も
、

農
業
委
員
か
ら
、
再
生
後
の
営
農

の
あ
り
方
等
も
含
め
、
地
域
で
複

雑
な
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
る
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
ん
に
ち
は
。
日
本
政
策
金
融
公

庫
徳
島
支
店
農
林
水
産
事
業
で
す
。

今
回
が
３
回
目
の
登
場
と
な
り
ま
す
。

日
本
公
庫
一
周
年
で
す

昨
年
10
月
に
農
林
漁
業
金
融
公
庫

か
ら
日
本
政
策
金
融
公
庫
へ
統
合
し
、

早
い
も
の
で
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
１
年
間
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
が
国
内
の
景
気
は
も
と
よ
り
農
業

に
も
例
外
な
く
影
響
を
及
ぼ
し
、
公

庫
の
政
策
金
融
機
関
と
し
て
の
役
割

が
試
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
支
店
農
林
水
産
事
業
も
徳
島
県

の
農
業
経
営
者
を
支
援
す
る
た
め
日
々

業
務
に
勤
し
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま

す
。

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

を
開
催
し
ま
し
た

８
月
26
日
、
27
日
の
両
日
に
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
、
「
ア
グ
リ
フ
ー

ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
０
９
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

２
０
０
６
年
に
第
１
回
を
開
催
し
、

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
生
産

者
、
加
工
業
者
を
中
心
に
全
国
各
地

か
ら
５
０
０
先
を
超
え
る
出
展
が
あ

り
、
各
ブ
ー
ス
で
は
バ
イ
ヤ
ー
と
真

剣
に
商
談
す
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
、

今
年
も
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し

た
。
徳
島
県
か
ら
は
５
先
（
４
小
間
）

の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。

次
回
は
平
成
22
年
２
月
16
日
、
17

日
に
大
阪
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
で
「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
０
大
阪
」
を
開
催
し

ま
す
（
現
在
出
展
者
募
集
中
）
。

ま
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
の
商
談
機
会
を

提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
」
も
随

時
利
用
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

（
登
録
・
利
用
無
料
）
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

新たな農地制度における農業委員会の新たな役割
①貸借規制の緩和に伴う地域の担い手及び効率的・総合的な農地利用
との整合性の確保（現地調査、市町村長への通知）

②許可後の農地の適正利用の担保措置の厳正執行（利用状況報告など
事後監視勧告、許可の取り消し、あっせん等の措置）

③毎年１回の農地の利用状況の調査と日常的な把握
④農地の権利取得に当たっての下限面積の弾力化（50a未満の下限面積
の設定）

⑤農地の面的集積組織との連携
⑥遊休農地の是正指導権限の強化（遊休農地所有者等に対する指導、
勧告等）

⑦相続等による農地の権利取得の届け出の受理及びあっせん等必要な
措置

⑧農地の保有・利用状況、借賃の動向など農地情報の提供



10
月
１
日
、
耕
作
放
棄
地
解
消

の
た
め
に
高
性
能
の
農
機
具
を
使

用
し
た
実
演
会
が
、
県
と
石
井
町

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
の

共
催
に
よ
り
、
石
井
町
藍
畑
の
吉

野
川
河
川
敷
と
隣
接
す
る
耕
作
放

棄
地
に
お
い
て
、
県
内
の
農
業
者

や
関
係
者
ら
約
３
０
０
人
が
参
加

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

農
機
具
メ
ー
カ
ー
約
10
社
よ
り

展
示
さ
れ
た
各
種
農
機
具
の
説
明

や
実
演
を
見
学
、
メ
ー
カ
ー
担
当

者
に
性
能
や
効
果
に
つ
い
て
質
問

を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

県
内
の
耕
作
放
棄
地
は
２
０
０

５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
は
４
４

１
７
㌶
あ
り
、
県
耕
作
放
棄
地
解

消
基
本
指
針
で
は
平
成
23
年
度
末

ま
で
に
４
４
０
㌶
の
解
消
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
認

定
農
業
者
や
フ
ァ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

事
業
体
等
、
地
域
農
業
の
担
い
手

に
よ
る
再
生
活
動
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
農
地
の
再
生
に
は

特
殊
な
農
機
具
や
知
識
と
技
術
を

も
っ
て
作
業
に
あ
た
る
こ
と
が
必

要
で
、
今
回
の
実
演
会
に
は
除
草

作
業
に
高
い
性
能
を
持
つ
農
機
具

や
ト
ラ
ク
タ
ー
に
ロ
ー
タ
リ
ー
を

付
け
て
の
実
演
で
、
１
㍍
ほ
ど
の

雑
草
に
覆
わ
れ
た
耕
作
放
棄
地
５

㌃
を
短
時
間
に
刈
り
取
り
、
整
地

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
高
度
な
機
能
を
持
っ

た
農
機
具
で
あ
る
た
め
、
熟
練
し

た
操
作
技
術
も
必
要
で
あ
り
、
費

用
面
を
考
え
れ
ば
関
係
機
関
で
な

け
れ
ば
個
人
で
は
購
入
は
無
理
で
、

購
入
し
た
機
関
が
専
門
の
オ
ペ
レ
ー

タ
を
養
成
し
て
あ
た
れ
ば
耕
作
放

棄
地
の
解
消
に
は
役
立
つ
の
で
は
」

と
話
し
て
い
た
。
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耕
作
放
棄
地
再
生
実
演
会
開
か
れ
る

徳
島
県
で
は
、
耕
作
放
棄
地
解
消
へ

向
け
て
の
本
格
的
な
取
組
み
を

４
月

よ
り
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
ず
、
４
月
７
日
に
農
林
水
産
省
よ

り
平
成
20
年
度
の
耕
作
放
棄
地
全
体

調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
、
そ
の
後
県

内
で
各
種
説
明
会
の
開
催
、
県
庁
内

の
県
民
ホ
ー
ル
で
の
パ
ネ
ル
展
示
や
県

民
局
で
の
懸
垂
幕
設
置
に
よ
る
啓
発

活
動
を
８
月
17
日
か
ら
２
週
間
実
施

し
ま
し
た
。
そ
し
て
徳

島
県
で
は
、
「
耕
作
放

棄
地
解
消
の
必
要
性
」

を
「
県
民
の
課
題
」
と

し
て
認
識
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
「
10
月
」
を

「
耕
作
放
棄
地
解
消

取
組
強
化
月
間
」
と

し
て
設
定
し
て
お
り
ま

す
。「か

け
が
え
の
な
い
農

地
を
守
り
活
か
す
取

組
を
続
け
ま
し
ょ
う
」

と
銘
打
っ
て
市
町
村
で

「
一
斉
耕
起
の
日
」
を

設
定
す
る
な
ど
し
て
取

組
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
10
月

１
日
の
石
井
町
に
お
け

る
、
「耕
作
放
棄
地
再
生
実
演
会
」を

皮
切
り
に
取
組
を
開
始
し
て
お
り
、
徳

島
市
他
11
市
町
村
で
「一
斉
耕
起
の

日
」を
定
め
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
や

収
穫
体
験
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

な
か
で
も
、
10
月
25
日
の
日
曜
日
に

は
、
阿
波
市･

藍
住
町･

神
山
町･

海

陽
町
の
４
市
町
が
耕
作
放
棄
地
の
再

生
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
さ
ん
が
中
心
と
な
り
取

組
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
契
機
に
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

地
域
で
話
し
合
い
、
解
消
に
向
け
て
県

下
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（徳
島
県
農
地
政
策
推
進
課

森
脇
）

懸垂幕の設置状況

徳島県耕作放棄地解消取組強化月間設定要領

平成２１年９月１７日

１ 趣 旨

徳島県及び市町村は、平成２１年度からの本格的な耕作放棄地の発生防

止・解消の取組を促進するため、行政・農業団体・農業者のみならず、広

く県民に対して、耕作放棄地解消の必要性や農地保全の重要性の啓発を行

う。

また、「たがやせ農地みんなで実りをとりもどそう」をスローガンに掲

げ、食料自給率向上や環境保全等につながる耕作放棄地解消の気運を高め、

地域が一丸となった取組を推進する。

２ 取組期間

徳島県は、耕作放棄地対策を徳島県全体の課題として位置づけ、解消気

運の醸成を図り、一体的な取組を推進するため、１０月を「耕作放棄地解

消取組強化月間」とする。

３ 設定範囲

徳島県全域

４ 期間中の取組内容

（１）耕作放棄地に係る啓発活動

（２）耕作放棄地の再生活動

（３）耕作放棄地を活用した農業体験・再生体験

５ 実施計画

（１）懸垂幕、のぼり、パネル展示や農家向け耕作放棄地解消資料配布

（２）市町村が「一斉耕起」の日を設定し、耕作放棄地の再生活動

（３）耕作放棄地を活用した農業体験・再生体験

（４）広報誌及びＣＡＴＶ等による広報活動



板
野
町
認
定
農
業
者
連
絡

協
議
会
が
発
足

板
野
町
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
で
は
、
認
定
農
業
者
の
相

互
研
鑽
や
交
流
・
情
報
交
換
を
通

じ
て
、
経
営
能
力
の
向
上
を
図
り
、

板
野
町
の
農
業
振
興
と
認
定
農
業

者
個
々
の
経
営
改
善
に
繋
げ
る
た

め
、
10
月
６
日
に
板
野
町
認
定
農

業
者
連
絡
協
議
会
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。

当
日
は
、
玉
井
町
長
や
鳴
門
藍

住
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
小
川
所

長
を
来
賓
に
迎
え
、
協
議
会
規
約

や
役
員
選
出
、
本
年
度
の
事
業
計

画
が
承
認
さ
れ
、
初
代
会
長
に
は

犬
伏
博
昭
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
は
、
県

農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

高
度
専
門
技
術
支
援
担
当
の
新
居

技
術
主
任
か
ら
「
最
近
の
認
定
農

業
者
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
」

報
告
が
行
わ
れ
、
総
会
に
参
加
者

し
て
い
た
認
定
農
業
者
か
ら
は
、

認
定
農
業
者
を
対
象
と
し
た
担
い

手
ア
ク
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

内
容
や
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
無

利
子
化
等
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
職
員

研
修
会
が
開
か
れ
る

新
た
な
農
地
制
度
の
適
切
な
実

施
に
向
け
て
、
農
業
委
員
会
職
員

を
対
象
と
し
た
研
修
会
が
10
月
７

日
に
徳
島
市
内
の
ホ
テ
ル
千
秋
閣

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
の
冒
頭
挨
拶
の
中
で
、

農
業
会
議
の
丸
山
事
務
局
長
が
農

林
水
産
省
か
ら
発
出
さ
れ
て
い
る

「
農
業
委
員
会
の
適
正
な
事
務
実

施
に
つ
い
て
」
に
触
れ
、
特
に
農

業
委
員
会
の
業
務
の
透
明
性
の
確

保
や
効
率
化
に
つ
い
て
、
活
動
計

画
の
策
定
や
議
事
録
の
公
表
を
通

じ
て
地
域
住
民
等
に
理
解
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
み
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

研
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
改
正

農
地
法
等
の
政
省
令
・
運
用
通
知

等
の
調
整
状
況
や
来
年
度
予
算
の

動
向
等
に
つ
い
て
、
全
国
農
業
会

議
所
の
阿
久
津
調
査
役
を
講
師
に

招
い
て
、
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
下
限
面
積

の
設
定
に
関
す
る
質
問
や
地
方
交

付
税
交
付
金
の
単
位
費
用
算
定
基

礎
が
「
３
人
」
か
ら
「
５
人
」
に

増
加
し
て
も
農
業
委
員
会
に
ス
ム
ー

ズ
に
予
算
配
分
さ
れ
る
と
は
考
え

難
い
。
も
っ
と
強
力
に
農
業
委
員

会
用
の
予
算
と
し
て
確
保
で
き
る

よ
う
国
に
働
き
か
け
て
欲
し
い
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
メ
ッ
セ
２
０
０
９
に
出
展

10
月
15
日
（
木
）
～
17
日
（
土
）

に
か
け
て
徳
島
市
の
ア
ス
テ
ィ
と

く
し
ま
開
か
れ
た
「
徳
島
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
メ
ッ
セ
２
０
０
９
」

（
来
場
者
数
：
３
日
間
で
延
べ
３

４
，
０
０
０
人
）
に
県
農
業
会
議

を
は
じ
め
、
県
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
や
県
有
機
農
産
物
認

証
協
会
が
と
も
に
出
展
し
ま
し
た
。

出
展
内
容
は
、
新
た
な
農
地
制

度
の
浸
透
を
図
る
た
め
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
等
の
配
付
や
、
新
規
就
農
・

農
業
者
年
金
等
に
つ
い
て
の
相
談
、

有
機
農
産
物
の
認
証
制
度
等
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
で
あ
り
、

な
か
に
は
熱
心
に
質
問
す
る
一
般

参
加
者
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
県
担
い
手
育
成

総
合
支
援
協
議
会
の
ブ
ー
ス
を
活

用
し
、
鳴
門
市
と
那
賀
町
の
担
い

手
協
議
会
担
当
者
が
耕
作
放
棄
地

再
生
利
用
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
農
地
の
貸
し
出
し

や
売
り
渡
し
希
望
の
一
覧
表
や
現

地
地
図
、
現
況
の
写
真
等
を
持
参

し
、
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
一
般
参
加

者
に
対
し
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
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全国農業新聞
を購読しよう



場所 対象者

２ ２日 徳島県担い 手育成総合支援協議会内部監査 徳島県林業センター 県協議会構成員内部監査委員

２ ６日 有機農産物認証判定会 徳島県林業センター 有機農産物認証判定委員

２ ７日～２９日 農業者年金考査指導 徳島市、藍住町 ,美馬市 農業委員会、ＪＡ年金担当者

２ ７日～２８日 担い手育成プロジェクトに係る農業高校訪問 城西高校 ,三好高校 県会議、教育委員会関係者

３ １日 新’農業人フェアー、定年帰農フェアー 梅田スカイビル 新規参入、定住希望者

３ １日 安２（あんあん）農産物認証判定会 徳島県林業センター 安２農産物認証判定委員

　 ４日～　５日 中国四国ブロック農業者年金担当者会議 ホテル千秋閣 県会議、ＪＡ中央会担当者

　 ４日 都道府県農業会議事務局長会議 参議院議員会館 都道府県農業会議事務局長

　 ６日 農地法等改正法政省令説明会 岡山・山陽新聞会議室 県、県会議等関係者

　 ９日～１０日 西日本地区農業委員会職員現地研究会 佐賀市・マリターレ創世 農業委員会職員

１ ２日 農地法等改正法政省令説明会 (予定 ) 東京都 県会議担当者

１ ３日 農地法等改正法政省令説明会 徳島市南庄町・県森林林業研究所 農業委員会、市町村関係者

１ ３日 都道府県農業会議会長会議 東京・蚕糸会館 都道府県農業会議会長

１ ８日 徳島県農業会議第３５０回常任会議員会議 徳島合同庁舎 常任会議員

１ ９日～２０日 農業法人協会秋季セミナー 岡山市 農業法人経営者等

２ ６日 徳島労働局労働保険事務組合監査 徳島県林業センター 農機安全協労働保険事務組合

　 １日 農業者年金担当者会議 徳島市・ＪＡ会館 農業委員会、ＪＡ年金担当者

　 ２日 農業者年金加入促進セミナー 東京・浅草ビューホテル 農業委員会等関係者

　 ３日～　４日 全国農業委員会会長代表者集会 東京・九段会館 農業委員会会長等

１ １日～１２日 四国４県農業会議職員研究会 高知県内 県会議職員

１ ８日 農業委員等知事感謝状授与式 徳島県庁１１階講堂 農業委員

１ ８日 徳島県農業会議第３５１回常任会議員会議 徳島県庁１１階講堂 常任会議員

１ ９日 日本農業技術検定３級試験 ホテル千秋閣 農の雇用事業に係る雇用研修生

徳島県農業会議等の行事予定
会議等の行事予定

10月

11月

12月

農
業
者
年
金
制
度
と
加
入

推
進

第
２
版

い
ま
農
業
委
員
会
系
統
組
織
を

あ
げ
て
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
本
書

は
最
前
線
で
奮
闘
し
て
い
る
農
業

委
員
さ
ん
の
た
め
の
必
携
の
テ
キ

ス
ト
と
し
て
作
成
し
た
初
版
に
、

最
新
の
統
計
数
値
な
ど
を
用
い
て

若
干
の
改
訂
を
加
え
た
も
の
で
す
。

制
度
誕
生
や
改
正
の
経
過
か
ら

説
き
お
こ
し
、
制
度
の
あ
ら
ま
し
、

加
入
推
進
事
例
と
こ
の
一
冊
で
年

金
の
す
べ
て
が
理
解
で
き
ま
す
。

定
価

５
０
０
円

規
格

A4
判

56
頁

平
成
21
年
度
版

よ
く
わ

か
る
農
家
の
青
色
申
告

青
色
申
告
制
度
、
手
続
き
、
記

帳
の
実
務
、
確
定
申
告
書
の
作
成

か
ら
申
告
ま
で
を
、
記
入
例
を
交

え
て
、
や
さ
し
く
解
説
。
こ
れ
か

ら
青
色
申
告
を
始
め
る
人
、
青
色

申
告
農
家
の
座
右
の
手
引
書
で
す
。

定
価

７
０
０
円

規
格

A4
判

95
頁

耕
作
放
棄
地
解
消
活
動
事

例
集

「
第
１
回
耕
作
放
棄
地
発
生
防
止
・

解
消
活
動
表
彰
事
業
」
に
上
位
入

賞
し
た
活
動
事
例
を
収
録
し
て
い

ま
す
。
耕
作
放
棄
地
対
策
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
成
果
を
上
げ
て
い

る
活
動
を
10
事
例
紹
介
し
て
い
ま

す
。

定
価

５
０
０
円

規
格

A4
判

36
頁
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新
刊
農
業
図
書
紹
介

全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公

的
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
刊
の
農

業
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
と
農
業

者
、
農
業
者
と
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「
か
け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡

大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

六
百
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)621-3054 fax（088)655-8364
URL http://www.tokukaigi.or.jp
mail home@tokukaigi.or.jp

「かけはし21」第１５号について
農地法等改正法の政省令等の案が農水省のホームペー

ジに掲載され、パブリックコメントを求めている。改正

農地法等の円滑な運用が図られるには、政省令等が現場

のニーズに即したものでなければならない。現場の実情

を最も把握しているのは、農業委員会であることから、

各位の積極的な意見が期待されるところだ。（Ｔ・Ｍ）


